
生駒市法令遵守推進条例の概要 
（信頼される市政のために） 

 
 生駒市では、職員の職務に係る法令等の遵守及び倫理の保持のための体制を整備するこ

とによって、市政運営の透明性の向上を図り、公正な職務の執行を推進することにより、

市民に信頼される市政を確立するため、「生駒市法令遵守推進条例」を制定しました。

（平成１９年６月２５日公布、１１月１日施行予定）。 
 この条例に基づきコンプライアンス体制を整備し、市民の利益の保護が図れるよう公

正で高品質な行政サービスを提供できる市政を確立していきます。 
 
  生駒市法令遵守推進条例の内容は？ 
１ 法令遵守に関する市の責務及び職員の倫理原則の明文化 

 ２ 要望等への適正な対応と記録制度の創設 
 ３ 公益目的通報制度の創設 
 ４ 法令遵守体制の整備 
 
 

 
 
 

○市の責務 
・透明性の高い公正な市政の運営 
・市政に対する市民の信頼を確保 
・法令等の遵守に関する啓発 
・不当要求行為及び公益目的通報 
に適切な対応ができる体制の整備 

 ○職員の責務（倫理原則） 
・法令等の遵守 
・市民全体の奉仕者であることの自覚 
・公正な態度での職務執行 
・常に公私の別を明らかする 
・その職務及び地位を私的な利益に利 
 用しない 
・職務権限の行使に当たって、市民の 
 疑惑又は不信を招くような行為をし 
 ない 
・職務上知り得た情報の適正管理 

 
 

○要望等及び不当要求行為への対応 
・市民本位の開かれた市政の運営を推進するために、市政に関する要望等の重要性 
を十分認識し、誠実かつ適正に対応しなければならない。 
・不当要求行為が行われたときは、公正な職務の執行及び職員の安全の確保を図 
るため、組織的に

き  

毅然とした態度で対応しなければならない。 

参考資料 



●要望等の記録制度 
 
 要 望 者  
 
                               要望等 
  記録の確認 
 職   員   要望等の内容を確認し、簡潔に記録 
                                          ※１（記録の対象としない内容） 
 
 
 任命権者  
 
 

 不当要求行為の場合   

 ① 

 要望等を 
公表 

   ○書面による警告 
 ○捜査機関への告発等 

 

  ●不当要求行為を中止しない場合  

市  長 

 公 表  

       事前に弁明の機会等の付与 

②特別な場合は実施しない 

 
 
 
                                ①不当要求行為の判断が困難な場合（諮問・答申） 
                                ②弁明の機会等を与えない場合の判断 
 
 法令遵守委員会  
 



●公益目的通報制度 
 
 通 報 者  
 
                               通報対象事実を通報（原則実名）① 
                                                                      通知④ 
 
 
 法令遵守委員会   調査② 
 
 
                             
                                       報告③ 
 
                                    市 長 等 

 概要を公表⑥  通報対象者 
 （勧告者）   是正措置・勧告⑤  

勧告の内容等を公表⑧ 

 ※勧告の内容に従わない場合 

 
              その理由の通知、意見聴取、 
              有利な証拠の提出機会の付与⑦ 

 

                                                          
                                
 
 
 
 
 
  コンプライアンスとは？ 
  地方自治体などの組織が法令、組織倫理、社会規範などと調和を図りながら健全 
 な活動をしていく仕組みのことです。 
 生駒市では、市民の皆さまにさらに満足していただけるよう行政品質向上のため、 
 一丸となってコンプライアンス体制の確立に取り組んでいます。 
 
 

 


